
導くもの+α

アカリ

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
導
く
も
の
＋
α

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
５
５
６
Ｎ

【
作
者
名
】

　
ア
カ
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
主
人
公
、
テ
ィ
ー
ナ
が
魔
導
師
と
し
て
活
躍
す
る
話
、
「
導
く
も
の
」
の
世

界
や
人
物
紹
介
で
す
。
　
本
編
の
時
間
に
は
全
く
関
係
の
な
い
番
外
編
も
こ
ち

ら
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
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＃
　
魔
導
師
編

　
●
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
・
ギ
ラ
ル
デ
ィ
ー
ニ
（
テ
ィ
ー
ナ
）

　
主
人
公
。
１
４
歳
。

　
黒
い
髪
、
天
鵞
絨
色
の
目
。

び
ろ
う
ど

　
現
在
、
一
級
魔
術
師
、
魔
導
師
候
補
。

マ
ー
ゴ
・
デ
・
プ
リ
メ
ー
ラ

マ
イ
ブ
ル

　
光
・
火
・
土
・
水
・
風
・
闇
の
全
属
性
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
全
属
性
使
い
。

オ
ー
ル
ユ
ー
ザ
ー

そ
の
中
で
も
目
の
色
に
入
っ
て
い
る
風
と
闇
の
魔
法
が
得
意
。

　
魔
眼
を
使
っ
て
精
霊
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
魔
装
具
を
作
る
こ
と
が
で

デ
ィ
ア
ブ
ロ
・
ア
イ

デ
ィ
ア
ブ
ロ
・
コ
ー
シ
ー

き
た
り
す
る
万
能
人
。

　
転
生
し
て
話
の
舞
台
で
あ
る
魔
法
が
あ
る
世
界
に
来
た
。

　
基
本
的
に
は
面
倒
く
さ
い
こ
と
が
嫌
い
で
人
生
適
度
に
適
当
に
が
モ
ッ
ト
ー
。

　
し
か
し
、
祖
母
に
よ
り
魔
導
師
に
な
る
こ
と
が
適
任
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

マ
イ
ブ
ル

ら
、
目
立
た
な
い
と
い
う
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
悲
し
が
っ
て
い
る
。

　
元
か
ら
髪
や
目
の
色
で
目
立
っ
て
い
た
こ
と
は
気
づ
い
て
い
る
の
か
、
い
な

い
の
か
…
…
。

　
厳
し
か
っ
た
祖
母
に
よ
っ
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
防
御
が
最
強

と
な
っ
て
い
る
。

　
武
器
全
般
を
使
い
こ
な
し
、
魔
法
で
似
た
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
攻
撃
を
す

る
。

　
現
在
は
第
３
皇
子
で
あ
る
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
直
属
の
部
下
と
し
て
日
々
書
類
と

殿
下
と
戦
っ
て
い
る
。

　
テ
ィ
ー
ナ
が
契
約
し
て
い
る
精
霊
。

　
＞
エ
ー
ヴ
＜
風
の
鳥
。
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＞
ノ
ー
テ
＜
闇
の
精
霊
。
ブ
ラ
ッ
キ
ー
。
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＃
　
魔
術
師
編

　
●
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
イ
ン
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ノ
（
リ
ア
ン
）

　
１
６
歳
。
俺
。
　

　
利
休
茶
色
の
髪
に
深
緋
の
目
。

こ
き
ひ

　
二
級
魔
術
師
。
初
回
登
場
時
は
三
級
魔
術
師
。

マ
ー
ゴ
・
デ
・
シ
グ
ナ
デ
ィ
オ

テ
グ
ナ
キ
ヤ
・
マ
ー
ゴ

　
火
と
風
の
魔
法
を
使
う
二
属
性
使
い
。

ダ
ブ
ル

　
火
の
一
族
で
あ
る
イ
ン
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
現
当
主
で
あ
る
バ
ル
ド
メ
ロ
の

息
子
。

　
３
人
兄
弟
の
次
男
で
あ
り
、
兄
と
姉
が
い
る
。

　
テ
ィ
ー
ナ
と
の
相
性
が
よ
く
、
そ
の
せ
い
で
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
の
部
下
に
な
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
の
も
と
で
は
真
面
目
に
働
き
つ
つ
、
ザ
ー
ル
と
テ
ィ
ー
ナ
の

２
人
の
会
話
に
参
加
せ
ず
に
ぼ
け
ー
と
聞
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
テ
ィ
ー
ナ
の
精
霊
で
あ
る
エ
ー
ヴ
を
見
た
と
き
か
ら
自
分
も
精
霊
と
契
約
し

た
い
と
思
っ
て
精
霊
に
つ
い
て
勉
強
中
。

　　
初
回
登
場
：
５
話

　　
●
ク
ル
ス
・
ベ
ナ
ー
リ
オ

　
５
０
～
６
０
歳
く
ら
い
？
　
わ
し

　
白
＋
銀
髪
、
天
色
の
目
。

あ
ま
い
ろ
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一
級
魔
術
師
。

マ
ー
ゴ
・
デ
・
プ
リ
メ
ー
ラ

　
水
と
光
の
魔
法
を
使
う
｜
二
属
性
使
い
。
帝
国
一
の
水
使
い
。

　
テ
ィ
ー
ナ
の
祖
母
と
は
同
期
で
魔
術
師
と
な
っ
た
。

マ
ー
ゴ

　
ザ
ー
ル
に
は
時
々
「
じ
い
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
初
回
登
場
：
２
話

　　
●
バ
ル
ド
メ
ロ
・
イ
ン
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ノ

　
キ
ャ
ラ
メ
ル
色
の
髪
に
深
緋
色
の
目
。

こ
き
ひ

　
一
級
魔
術
師
。

マ
ー
ゴ
・
デ
・
プ
リ
メ
ー
ラ

　
帝
国
一
の
火
使
い
。
一
属
性
使
い
。

シ
ン
グ
ル

　
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
お
じ
様
。

　
魔
導
師
の
試
し
の
後
に
テ
ィ
ー
ナ
を
研
究
室
に
連
れ
て
行
っ
て
術
の
改
良
を

マ
イ
ブ
ル
・
プ
ル
ー
バ

や
っ
て
か
ら
、
時
々
テ
ィ
ー
ナ
を
呼
ん
で
術
の
実
験
を
手
伝
わ
せ
て
い
る
。
そ

れ
が
結
構
ハ
ー
ド
な
の
だ
が
、
バ
ル
ド
メ
ロ
本
人
は
気
づ
い
て
い
な
い
。

　
テ
ィ
ー
ナ
に
は
バ
ル
ド
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
初
回
登
場
：
４
話

　
●
セ
リ
ノ
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
リ

　
一
級
魔
術
師
。
僕
。
２
５
歳
よ
り
若
そ
う
。

マ
ー
ゴ
・
デ
・
プ
リ
メ
ー
ラ

　
鶯
茶
色
の
髪
に
リ
ー
フ
グ
リ
ー
ン
色
の
目
。
天
然
パ
ー
マ
。

う
ぐ
い
す
ち
ゃ
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風
の
名
家
で
あ
る
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
リ
家
の
当
主
。

　
リ
ア
ン
の
姉
で
あ
る
ジ
ス
レ
ー
ヌ
と
は
知
り
合
い
？

　
初
回
登
場
：
１
６
話

　
●
ド
ロ
テ
ア
・
イ
ン
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ノ

　
三
級
魔
術
師
。

テ
グ
ナ
キ
ヤ
・
マ
ー
ゴ

　
リ
ア
ン
と
同
期
の
火
使
い
で
リ
ア
ン
の
従
姉
妹
。

　
初
回
登
場
：
１
５
話

　
●
フ
レ
ド
リ
カ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ

　
ベ
ー
ジ
ュ
グ
レ
イ
の
髪
に
イ
ン
デ
ィ
ゴ
色
の
目
。

　
テ
ィ
ー
ナ
の
祖
母
。

　
元
一
級
魔
術
師
。

マ
ー
ゴ
・
デ
・
プ
リ
メ
ー
ラ

　
水
と
闇
の
魔
法
を
使
う
２
属
性
使
い
。
治
癒
術
に
も
長
け
て
い
た
。

ダ
ブ
ル

　
通
称
、
魔
女
。

ス
ト
レ
ー
ガ

　
初
回
登
場
：
１
話
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＃
　
騎
士
編

　
●
マ
ル
シ
ア
ル
・
ロ
ジ
オ
ン

　
外
見
年
齢
２
０
代
。
俺
。

　
藤
鼠
色
の
髪
、
紫
黒
色
の
目
。

ふ
じ
ね
ず

し
こ
く

　
黒
騎
士
団
長
。
帝
国
一
の
闇
使
い
で
も
あ
る
。

　
テ
ィ
ー
ナ
の
こ
と
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
テ
ィ
ー
ナ
に
は
警
戒
さ
れ
て
い
る
。

　
今
の
皇
帝
と
は
親
戚
関
係
で
あ
る
。

　
第
２
皇
子
で
あ
る
ブ
ノ
ア
と
は
仲
が
い
い
。

　
初
回
登
場
：
３
話

　
●
ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
・
モ
ニ
チ
ェ
リ
（
ヴ
ァ
ラ
ン
）

　
２
０
歳
前
半
。
バ
ル
ド
メ
ロ
の
子
ど
も
。
長
男
。

　
利
休
茶
色
の
髪
に
コ
コ
ア
色
の
目
。
俺
。

　
白
騎
士
、
壮
騎
士
。
槍
を
使
う
。

　
性
格
は
バ
ル
ド
メ
ロ
に
似
て
い
る
。

　
初
回
登
場
：
１
５
話
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＃
　
皇
帝
家
編

　
●
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
デ
オ
・
ロ
ジ
オ
ン
（
ザ
ー
ル
）

　
１
７
歳
。
俺
。

　
金
糸
雀
色
の
髪
に
瑠
璃
色
の
目
。
や
や
長
い
髪
の
毛
。

か
な
り
あ
い
ろ

　
白
騎
士
か
つ
壮
騎
士

ホ
ワ
イ
ト
・
ナ
イ
ト

二
ー
バ
ル
・
ナ
イ
ト

　
帝
国
の
第
３
皇
子
。
　

　
魔
導
師
の
試
し
が
終
わ
っ
た
後
、
テ
ィ
ー
ナ
を
部
下
と
す
る
。

マ
イ
ブ
ル
・
プ
ル
ー
バ

　
テ
ィ
ー
ナ
が
常
識
が
な
い
た
め
、
結
構
説
明
係
に
な
っ
て
る
。

　
初
回
登
場
：
６
話

　
●
レ
オ
ー
ヌ
・
ド
イ
・
ロ
ジ
オ
ン

　
第
１
皇
女
。
２
０
歳
。
わ
た
く
し
。

　
陛
下
に
似
て
る
。
髪
も
目
も
。

　
留
学
中
。
学
院
で
は
魔
眼
と
か
、
魔
装
具
と
か
を
学
ん
で
い
る
。

　
マ
シ
ン
ガ
ン
ト
ー
ク
と
一
睨
み
で
ザ
ー
ル
を
黙
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
初
回
登
場
：
１
１
話
。
 

　
●
ブ
ノ
ア
・
レ
ク
・
ロ
ジ
オ
ン
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陛
下
の
次
男
。
２
４
歳
。

　　
魔
力
が
一
番
あ
り
、
魔
法
可
能
。

　
腹
黒
。
マ
ル
シ
ア
ル
と
仲
い
い
。
オ
ビ
デ
ィ
オ
と
仲
悪
い
。

　
僕
。
杏
色
の
髪
に
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
色
の
目
。

　
初
回
登
場
：
１
２
話

　
●
オ
ビ
デ
ィ
オ
・
ル
ツ
・
ロ
ジ
オ
ン

　
陛
下
の
長
男
。
２
５
歳
。

　
体
が
弱
い
。
政
治
得
意
。

　
●
パ
メ
レ
シ
ア
・
オ
ザ
・
ロ
ジ
オ
ン
（
パ
メ
ラ
）

　　
陛
下
の
次
女
。
１
３
歳
。

　
玉
蜀
黍
色
の
髪
に
瑠
璃
色
の
眼
。

と
う
も
ろ
こ
し
い
ろ

　
髪
を
後
ろ
で
縛
っ
て
い
て
ど
こ
と
な
く
凜
と
し
て
中
性
的
な
か
ん
じ
。
 

　
通
称
、
姫
騎
士
。
ま
だ
騎
士
で
は
な
い
が
、
次
の
試
験
で
騎
士
に
な
ろ
う
と

ナ
イ
ト

ナ
イ
ト

し
て
い
る
。

　
初
回
登
場
：
１
９
話

　
●
オ
ス
ワ
ル
ド
・
ジ
ル
・
ロ
ジ
オ
ン

　
帝
国
１
４
代
皇
帝
。
　
私
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玉
蜀
黍
色
の
髪
の
毛
に
群
青
色
の
目
で
、
短
髪
。

と
う
も
ろ
こ
し
い
ろ

　　
初
回
登
場
：
６
話

　
●
皇
后
様

　
長
い
杏
色
の
髪
の
毛
に
新
橋
色
の
目

あ
ん
ず

　
初
回
登
場
：
６
話
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＃
　
そ
の
他

　
●
ジ
ス
レ
ー
ヌ
・
モ
ニ
チ
ェ
リ

　
２
０
歳
。
リ
ア
ン
の
姉
、
バ
ル
ド
メ
ロ
の
娘
。

　
キ
ャ
ラ
メ
ル
色
の
髪
に
葡
萄
色
の
目
。

え
び
い
ろ

　
王
国
の
学
院
で
理
論
魔
術
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

　
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
リ
の
当
主
、
セ
リ
ノ
か
ら
「
氷
の
姫
君
」
と
言
わ
れ
る
。

　
初
回
登
場
：
１
５
話

　
●
エ
ル
モ
・
イ
ン
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ノ

　
イ
ン
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
前
当
主
。
バ
ル
ド
メ
ロ
の
伯
父
。

　
初
回
登
場
：
１
６
話
。

　
●
ヘ
リ
ナ
・
ク
レ
メ
ン
テ
ィ

　
焦
茶
色
の
髪
、
葡
萄
色
の
目
。

え
び
い
ろ

　
テ
ィ
ー
ナ
が
住
ん
で
い
た
村
の
隣
村
の
子
。
テ
ィ
ー
ナ
を
「
姉
さ
ま
」
と
呼

ぶ
。

　
一
応
魔
装
具
屋
。

　
あ
た
し
　
１
２
歳
。

　
初
回
登
場
：
１
３
話
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●
エ
メ

　
任
務
の
子
供
さ
ら
い
の
犯
人
？

　
ネ
ー
ビ
ー
ブ
ル
ー
の
髪
に
黒
い
目
。

　
精
霊
見
え
る
。

　　
＞
モ
デ
ロ
＜
黒
い
ウ
サ
ギ
。

　
初
回
登
場
：
１
０
話
。
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＃
　
騎
士
に
つ
い
て

　
現
在
、
帝
国
が
抱
え
て
い
る
軍
隊
は
騎
士
団
の
み
。
（
有
事
の
際
に
は
魔
術

ゴ

マ
ー

師
も
軍
の
一
部
。
）

　
騎
士
団
に
は
白
騎
士
と
黒
騎
士
の
二
つ
の
部
隊
が
あ
り
、
基
本
の
隊
の
構
成

ホ
ワ
イ
ト
・
ナ
イ
ト
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
イ
ト

は
同
じ
。

　　
○
一
般
騎
士
。
一
般
的
な
騎
士
は
こ
れ
の
こ
と
。

ナ
イ
ト

　
地
方
に
派
遣
さ
れ
、
２
年
交
代
で
派
遣
場
所
を
白
と
黒
を
入
れ
か
え
る
。

　
（
今
北
・
南
が
白
騎
士
だ
っ
た
ら
２
年
後
は
黒
騎
士
と
い
う
よ
う
に
）

ホ
ワ
イ
ト
・
ナ
イ
ト

ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
イ
ト

　　
○
壮
騎
士
（
二
ー
バ
ル
・
ナ
イ
ト
）
。
地
方
や
大
会
で
の
活
躍
に
よ
っ
て
一

般
騎
士
か
ら
昇
進
す
る
。

　
壮
騎
士
（
二
ー
バ
ル
・
ナ
イ
ト
）
の
半
分
は
地
方
、
半
分
は
帝
都
。

　
○
騎
士
隊
長
　
白
・
黒
に
７
人

　
○
白
騎
士
団
長
　
黒
騎
士
団
長

　
○
騎
士
団
長
　
騎
士
団
全
体
を
統
べ
る
。
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＃
　
魔
術
師
に
つ
い
て

　
○
一
級
魔
術
師

マ
ー
ゴ
・
デ
・
プ
リ
メ
ー
ラ

　
魔
術
師
の
中
で
一
番
え
ら
い
。
現
在
、
１
２
人
。

マ
ー
ゴ

　
２
年
に
１
度
の
二
級
魔
術
師
か
ら
の
昇
進
試
験
、
ま
た
は
大
会
で
の
成
績
に

マ
ー
ゴ
・
デ
・
シ
グ
ナ
デ
ィ
オ

よ
っ
て
決
ま
る
。

　
服
装
と
し
て
は
、
黒
い
マ
ン
ト
を
つ
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

黒
い
マ
ン
ト
に
魔
力
を
こ
め
た
糸
で
一
本
の
線
が
縫
っ
て
あ
り
（
そ
れ
ぞ
れ
目

と
同
じ
色
に
な
る
ら
し
い
）
、
首
も
と
に
帝
国
の
釦
が
つ
い
て
い
る
。

　
首
も
と
の
釦
は
魔
術
師
全
体
で
マ
ン
ト
の
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
。

マ
ー
ゴ

　
○
二
級
魔
術
師

マ
ー
ゴ
・
デ
・
シ
グ
ナ
デ
ィ
オ

　
１
年
半
に
１
度
の
三
級
魔
術
師
か
ら
の
昇
進
試
験
、
２
属
性
使
い
（
ダ
ブ
ル
）

テ
グ
ナ
キ
ヤ
・
マ
ー
ゴ

以
上
は
魔
術
師
の
試
験
に
受
か
れ
ば
は
じ
め
か
ら
二
級
魔
術
師
に
な
れ
る
。

マ
ー
ゴ

マ
ー
ゴ
・
デ
・
シ
グ
ナ
デ
ィ
オ

　
服
装
は
白
い
マ
ン
ト
で
魔
力
を
こ
め
た
糸
で
３
本
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

　
○
三
級
魔
術
師

テ
グ
ナ
キ
ヤ
・
マ
ー
ゴ

　
１
年
に
１
回
の
試
験
に
よ
る
。

　
服
装
は
白
い
マ
ン
ト
で
１
本
線
の
も
の
で
あ
る
。
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＃
　
魔
導
師
に
つ
い
て

　
魔
導
師
と
は

マ
イ
ブ
ル

　
・
全
属
性
使
い
で
あ
る
こ
と
。

オ
ー
ル
ユ
ー
ザ
ー

　
・
一
級
魔
術
師
の
各
属
性
で
も
っ
と
も
優
れ
て
い
る
人
に
勝
っ
た
も
の
で
あ

マ
ー
ゴ
・
デ
・
プ
リ
メ
ー
ラ

る
こ
と
。

　
・
帝
国
の
王
の
認
証
に
よ
り
、
魔
導
師
と
名
乗
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

マ
イ
ブ
ル

　
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
し
た
も
の
が
就
く
こ
と
の
で
き
る
職
業
で
あ
る
。

　
帝
国
で
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
定
義
は
さ
れ
て
い
て
も
、
過
去
に
１
人
も
魔
導

ブ
ル

マ
イ

師
と
な
れ
る
全
属
性
使
い
は
い
な
か
っ
た
。

オ
ー
ル
ユ
ー
ザ
ー

　
魔
導
師
に
な
る
＝
帝
国
の
魔
術
師
の
ト
ッ
プ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

マ
イ
ブ
ル

マ
ー
ゴ

　
過
去
に
条
件
を
満
た
す
も
の
が
い
な
い
た
め
、
テ
ィ
ー
ナ
が
な
る
ま
で
ま
だ

未
定
な
こ
と
が
多
い
未
知
の
職
で
あ
る
。
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勇
者
召
喚
！
（
上
）

　
あ
ー
、
今
日
は
何
が
あ
っ
た
っ
け
？

　
数
学
と
－
、
英
語
と
－
、
お
お
、
体
育
が
あ
る
！
　
よ
し
！
　
…
…
げ
、
古

文
も
あ
ん
の
か
よ
。
予
習
し
て
ね
－
。

　
俺
は
今
日
の
授
業
を
確
認
し
な
が
ら
高
校
ま
で
の
道
の
り
を
歩
い
て
い
た
。

　
俺
が
通
う
高
校
は
自
宅
か
ら
徒
歩
１
５
分
。

　
い
つ
も
は
自
転
車
で
通
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
昨
日
の
夜
か
ら
今
日
の
朝
に
か

け
て
降
っ
た
雪
で
道
路
が
凍
っ
て
い
て
転
ん
だ
ら
大
変
だ
か
ら
今
日
は
徒
歩
で

登
校
。

　
体
育
は
バ
ス
ケ
だ
よ
な
！
　
俺
の
見
せ
場
！

　
久
し
ぶ
り
だ
よ
な
－
、
最
近
は
体
育
な
か
っ
た
か
ら
体
が
な
ま
っ
て
る
よ
な
。

　
古
文
は
俺
の
敵
だ
か
ら
な
…
…
孝
典
（
俺
の
友
達
な
）
と
か
予
習
し
て
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
？
　
見
せ
て
も
ら
お
う
。

　
大
体
、
理
系
な
俺
に
古
文
な
ん
て
必
要
あ
る
の
か
よ
？

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
、
プ
リ
ン
ト
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
な
か
っ
た
の
が
い

け
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
ま
で
と
全
く
変
わ
ら
な
い
ペ
ー
ス
で
左
足
を
前
に
出
し
た
。

　
地
面
に
着
く
は
ず
の
と
こ
ろ
が
、
何
も
踏
み
し
め
た
感
覚
が
な
い
。

　
え
、
雪
で
滑
っ
た
と
か
そ
う
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
か
！
？

　
そ
の
ま
ま
重
力
に
従
っ
て
左
足
が
落
ち
た
で
あ
ろ
う
穴
に
落
ち
る
羽
目
に
な

っ
た
。

　
「
う
わ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
…
…
」
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思
わ
ず
叫
ん
だ
俺
の
声
は
ご
近
所
迷
惑
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
も
し
聞
こ
え
て
い
た
人
が
い
た
ら
誰
か
助
け
て
く
れ
。

　　
「
っ
た
！
」

　
そ
の
ま
ま
落
ち
て
い
っ
た
先
に
あ
っ
た
の
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
な
と
こ
ろ
で

し
た
。

　
俺
が
座
っ
て
い
る
周
り
に
は
外
国
人
ら
し
き
人
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
ど
う
や
ら
地
下
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
住
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
　
登
校
中
に
穴
に
落
ち
た
高
校
生
よ
り
。

　
じ
ゃ
な
く
て
。

　
い
ろ
い
ろ
と
疑
問
だ
が
、
何
で
道
に
穴
が
あ
っ
た
ん
だ
？
　
っ
て
い
う
か
穴

に
落
ち
た
先
に
更
に
空
が
広
が
っ
て
る
ん
だ
？
　
え
、
こ
の
人
達
誰
？
？

　
み
ん
な
俺
に
目
を
向
け
て
…
…
と
い
う
か
じ
っ
と
見
て
く
る
。

　
中
に
は
顔
が
青
く
な
っ
て
い
る
人
も
見
え
る
。

　
「
あ
の
―
―
…
…
」

　
「
ゆ
、
勇
者
様
だ
！
」

　
「
勇
者
様
！
」

　
「
王
様
に
報
告
を
！
」
　

　
「
…
…
は
？
」

　
『
ユ
ウ
シ
ャ
』
っ
て
『
勇
者
』
？
　
俺
が
？
　
ど
こ
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
？
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尻
も
ち
を
着
い
た
状
態
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
ら
、
強
烈
な
眠
気
に
襲

わ
れ
る
。

　
そ
の
ま
ま
視
界
が
暗
転
し
た
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

　
―
―
帝
国
の
栄
え
あ
る
首
都
ラ
イ
シ
ア
、
皇
帝
陛
下
が
暮
ら
し
て
い
る
城
の

と
あ
る
一
室
に
て
―
―

　
「
『
勇
者
召
喚
』
？
」

　
「
そ
う
だ
。
―
―
こ
の
村
で
行
わ
れ
た
。
」

　　
そ
う
言
っ
て
地
図
上
の
あ
る
村
を
指
し
た
の
を
私
―
―
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ

が
の
ぞ
き
込
む
。

　
帝
都
の
北
西
、
帝
都
か
ら
は
普
通
に
行
っ
て
２
日
っ
て
と
こ
ろ
か
な
。
　

　
「
陛
下
か
ら
勅
命
だ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
何
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
な
ん

で
す
け
ど
…
…
」

　
数
時
間
前
に
陛
下
に
呼
ば
れ
「
事
態
を
収
束
し
て
く
る
よ
う
に
」
と
い
う
命

令
、
い
や
勅
命
を
う
け
た
。

　
そ
れ
に
是
、
と
返
し
た
の
は
い
い
の
だ
が
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
て
何

を
収
束
し
て
く
れ
ば
い
い
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。

　
「
詳
し
い
説
明
は
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
か
ら
聞
い
て
く
れ
。
」
と
言
わ
れ
た
の
で

ザ
ー
ル
殿
下
の
も
の
に
来
て
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
説
明
を
受
け
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。
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行
く
の
は
私
一
人
。
同
行
者
、
な
し
。

　
「
今
回
勇
者
召
喚
が
行
わ
れ
た
こ
の
村
で
は
今
の
季
節
に
毎
年
祭
り
が
あ
る

ん
だ
。

　
　
今
か
ら
１
０
０
０
年
く
ら
い
前
の
話
に
則
っ
た
も
の
で
な
…
…
確
か
な
こ

と
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

　
　
当
時
世
界
は
魔
王
に
侵
略
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
」

　
「
…
…
魔
王
？
」

　
「
あ
あ
、
魔
王
だ
。
」

　
う
わ
ー
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
世
界
だ
か
ら
も
し
か
し
た
ら
…
…
と
思
っ
た
ら

魔
王
は
「
い
た
」
ん
で
す
ね
。

　
も
う
滅
ぼ
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
る
の
で
「
い
る
」
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
。

　
い
な
く
て
よ
か
っ
た
け
ど
。

　
世
界
征
服
っ
て
な
ん
か
あ
り
き
た
り
な
か
ん
じ
。

　
魔
王
に
つ
い
て
私
が
考
え
て
い
る
の
を
余
所
に
、
ザ
ー
ル
殿
下
は
更
に
説
明

を
付
け
加
え
て
く
れ
る
。

　　
こ
の
世
界
の
住
人
で
魔
王
に
挑
ん
で
い
く
も
の
は
少
な
か
ら
ず
い
た
ら
し
い

が
、
倒
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
当
時
の
最
高
と
も
言
え
る
魔
術
師
（
そ
の
頃
か
ら
も
魔
術
が
使
え
る

人
が
い
た
ら
し
い
）
が
挑
ん
だ
の
が
魔
王
を
倒
せ
る
も
の
を
召
喚
す
る
こ
と
―

―
勇
者
召
喚
だ
。

　
召
喚
さ
れ
た
人
は
数
人
の
仲
間
を
連
れ
、
無
事
魔
王
を
倒
し
、
世
界
は
平
和

に
戻
っ
た
。

　
話
自
体
は
よ
く
あ
り
そ
う
な
お
と
ぎ
話
な
ん
だ
け
ど
、
こ
の
世
界
で
は
多
く

の
人
が
昔
に
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
あ
、
そ
う
で
す
よ
ね
。



20

　
実
際
に
魔
法
が
使
え
て
魔
物
が
い
る
世
界
だ
か
ら
魔
王
が
居
た
と
し
て
も
お

か
し
く
な
い
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。

　
今
回
の
私
の
任
務
に
関
わ
っ
て
き
て
い
る
村
は
何
で
も
そ
の
勇
者
召
喚
を
行

っ
た
場
所
で
同
じ
召
喚
の
儀
式
を
毎
年
行
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　
今
ま
で
一
回
も
そ
れ
で
勇
者
が
召
喚
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ
が
（
そ

り
ゃ
あ
当
時
の
最
高
の
魔
術
師
が
苦
労
し
て
行
っ
た
も
の
を
一
般
人
が
で
き
ち

ゃ
っ
た
ら
そ
れ
の
方
が
問
題
だ
。
）
、
今
回
の
儀
式
で
人
が
現
れ
た
。

　
ま
だ
調
べ
て
い
る
途
中
だ
け
ど
、
今
回
の
召
喚
は
偶
発
的
な
事
故
。

　
け
れ
ど
、
「
勇
者
召
喚
」
に
よ
っ
て
人
が
現
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
魔
王
が

復
活
し
て
る
の
で
は
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
た
人
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
。

　
「
私
が
や
る
べ
き
こ
と
は
『
勇
者
様
』
を
元
に
い
た
世
界
に
返
す
こ
と
で
す

か
？
」

　
「
あ
あ
。
幸
い
な
こ
と
に
召
喚
が
行
わ
れ
て
か
ら
日
が
経
っ
て
い
な
い
。

　
　
お
前
の
魔
術
な
ら
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
？
」

　
「
（
な
ん
と
か
な
る
っ
て
…
…
）
な
ん
と
か
し
て
み
ま
す
。
」

　
「
魔
導
師
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
・
ギ
ラ
ル
デ
ィ
ー
ニ
。
今
回
の
事
態
の
収
束

マ
イ
ブ
ル

を
一
任
す
る
。
」

　
「
承
り
ま
し
た
。
」
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勇
者
召
還
！
（
下
）

　
…
…
こ
の
部
屋
に
俺
が
生
活
を
始
め
て
か
ら
は
２
日
が
経
っ
た
…
…
と
思
う
。

　
曖
昧
な
の
は
ま
ず
は
じ
め
に
居
た
と
こ
ろ
で
意
識
を
失
っ
て
気
が
つ
い
た
ら

こ
こ
に
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
意
識
を
失
っ
た
時
間
が
ど
れ
く
ら
い
だ
っ
た
か

が
わ
か
ら
な
い
か
ら
だ
。

　
こ
の
２
日
は
一
日
三
食
の
食
事
が
運
ば
れ
て
く
る
だ
け
で
他
は
何
も
す
る
こ

と
が
な
い
。

　
誰
か
に
質
問
を
し
た
い
の
だ
が
、
外
に
通
じ
る
扉
は
一
つ
、
扉
に
鍵
が
か
か

っ
て
い
る
。
窓
は
小
さ
な
窓
が
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
け
。

　
普
通
の
高
校
生
で
あ
る
俺
に
は
こ
の
部
屋
か
ら
出
る
手
段
が
な
い
の
だ
。

　
そ
ん
な
状
況
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
俺
は
結
構
冷
静
。

　
自
分
で
も
ち
ょ
っ
と
驚
い
て
る
ん
だ
け
ど
パ
ニ
ッ
ク
に
は
な
ら
な
い
。

　
…
…
け
ど
、
こ
の
状
態
が
あ
と
２
，
３
日
も
続
く
よ
う
じ
ゃ
こ
ん
な
精
神
状

態
じ
ゃ
い
ら
れ
な
い
よ
な
ー
。

　　
部
屋
の
ノ
ッ
ク
が
聞
こ
え
た
の
で
返
事
を
す
る
。

　
お
、
や
っ
と
誰
か
俺
に
こ
の
状
況
を
話
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
な

？
　

　
「
は
い
？
」

　
「
失
礼
し
ま
す
。
」

　
そ
こ
に
入
っ
て
き
た
の
は
俺
よ
り
も
年
下
な
女
の
子
。

　
着
て
い
る
服
か
ら
い
か
に
も
「
魔
法
使
い
」
っ
て
か
ん
じ
。

　
俺
が
こ
こ
に
来
た
と
き
も
「
勇
者
」
と
か
言
う
言
葉
が
聞
こ
え
た
か
ら
魔
法

が
あ
る
の
か
？



22

　
こ
の
子
、
髪
の
毛
は
日
本
人
み
た
い
に
黒
い
け
ど
、
目
の
色
が
普
通
じ
ゃ
あ

り
え
な
い
か
ん
じ
だ
し
。

　
「
こ
の
国
で
魔
導
師
の
任
に
つ
い
て
お
り
ま
す
、

マ
イ
ブ
ル

　
　
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
・
ギ
ラ
ル
デ
ィ
ー
ニ
と
申
し
ま
す
。

　
　
彼
方
は
今
回
召
喚
さ
れ
た
と
い
う
方
で
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」

　
「
召
喚
だ
っ
た
ん
ス
か
？
　
…
…
と
り
あ
え
ず
い
き
な
り
落
ち
て
き
た
っ
て

こ
と
に
は
間
違
い
な
い
と

　
　
思
う
ん
で
す
け
ど
…
…
。
」

　
彼
女
は
俺
が
居
る
部
屋
を
ぐ
る
り
と
見
回
し
、
ち
ょ
っ
と
考
え
た
後
（
な
ん

か
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
た
。
ま
い
ぶ
る
？
　
と
か
言
っ
て
い
っ

た
か
ら
な
ん
か
の
呪
文
だ
っ
た
の
か
？
　
そ
れ
と
も
独
り
言
？
）
、
俺
の
方
に

向
き
直
っ
た
。

　
「
信
用
で
き
な
い
と
は
思
う
の
で
す
が
、
今
回
彼
方
が
こ
こ
に
来
た
の
は
召

喚
の
儀
式
が

　
　
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
が
、
…
…
彼
方
が
こ
の
世
界
に
来
て
し
ま
っ
た
の
は

　
　
偶
発
的
な
事
故
で
し
て
…
…
。
」

　
「
事
故
？
」

　
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」

　
今
回
俺
が
来
た
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
俺
は
「
世
界
を
救
う
」
と
か
「
魔
王
を
倒
す
」
と
か
（
同
じ
よ
う
な
こ
と
か

？
）
し
な
く
て
い
い
ん
だ
な
、
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
。

　
安
心
し
て
彼
女
に
す
ぐ
に
元
の
場
所
に
返
し
て
も
ら
え
る
の
か
と
聞
い
た
ら

俺
が
召
喚
さ
れ
て
か
ら
あ
ま
り
日
が
経
っ
て
い
な
い
の
で
可
能
だ
と
い
う
返
事

が
返
っ
て
き
た
。

　
じ
ゃ
あ
日
が
経
っ
て
た
ら
俺
永
久
に
異
世
界
生
活
だ
っ
た
の
か
よ
…
…
や
ば
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か
っ
た
な
。

　
「
自
分
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
の
名
前
を
教
え
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
す
か

？
」

　
「
あ
、
は
い
。
」

　
こ
れ
っ
て
普
通
に
○
○
県
の
×
×
っ
て
言
え
ば
い
い
の
か
な
？

　
あ
、
地
球
の
日
本
っ
て
い
う
の
も
必
要
か
？

　
必
要
そ
う
だ
よ
な
、
だ
っ
て
こ
こ
、
魔
法
が
存
在
し
ち
ゃ
う
異
世
界
だ
も
ん

な
。

　
そ
う
や
っ
て
話
し
た
ら
「
じ
ゃ
あ
始
め
ま
す
」
と
言
っ
て
俺
に
そ
の
場
か
ら

動
か
な
い
こ
と
を
指
示
し
た
。

　
な
ん
か
す
ご
い
あ
っ
さ
り
と
し
て
る
な
。

　
こ
う
い
う
と
き
っ
て
小
説
と
か
だ
と
「
戻
す
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
と
か
「

○
○
を
倒
せ
ば
元
の
世
界
に
帰
れ
る
」
と
か
じ
ゃ
ね
？

　
ま
、
事
実
と
小
説
は
違
う
っ
て
こ
と
か
。

　
ボ
ー
ッ
と
突
っ
立
っ
て
い
た
ら
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
？
　
は
何
や
ら

俺
に
は
わ
か
ら
な
い
言
語
を
話
し
始
め
た
。

　
さ
っ
き
ま
で
言
葉
が
通
じ
て
た
わ
け
だ
か
ら
何
か
し
ら
の
呪
文
で
も
唱
え
て

る
の
か
な
。

　
「
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
も
う
こ
ち
ら
の
世
界
に
呼
ば
れ
る
よ
う
な

こ
と
は

　
　
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
こ
ち
ら
の
世
界
に
来
た
時
間
・
場
所
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

　
「
あ
、
ハ
イ
。
」

　
俺
が
わ
か
る
言
葉
で
彼
女
が
話
し
始
め
る
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
自
分
の
足
下
に

だ
ん
だ
ん
と
黒
い
穴
の
よ
う
な
も
の
が
広
が
っ
て
い
く
。
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…
…
ま
さ
か
、
こ
っ
ち
に
来
た
と
き
と
同
じ
？
　
ま
た
転
落
す
ん
の
か
よ
？

　
体
を
移
動
し
た
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
し
元
の
と
こ
ろ
に
戻
れ
な
か
っ
た
ら

大
変
だ
し
と
思
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
転
落
に
備
え
る
。

　
彼
女
が
左
手
で
く
る
っ
と
円
を
描
く
動
作
を
す
る
と
、
今
ま
で
た
だ
黒
い
地

面
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
い
き
な
り
穴
に
な
る
。

　
「
う
わ
っ
！
」

　
「
す
み
ま
せ
ん
、
帰
る
と
き
は
来
る
と
き
と
同
じ
手
段
で
戻
る
よ
う
に
し
て

あ
っ
た
の
で
…
…
。
」

　
来
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
穴
に
落
ち
た
俺
に
最
後
に
彼
女
が
謝
っ
て
い
る
の

が
聞
こ
え
た
。

　
君
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
る
け
ど
び
び
る
も
の
は
び
び
る
か
ら

な
ー
！

　
・

　　
・

　
・

　
ど
さ
っ
　
「
痛
っ
」

　
目
を
開
け
る
と
そ
こ
は
い
つ
も
の
通
学
路
。

　
体
の
下
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
路
、
周
り
は
塀
に
囲
ま
れ
た
住
宅
。

　
「
戻
っ
て
き
た
の
か
…
…
。
」

　
な
ん
か
あ
っ
さ
り
終
わ
っ
た
な
、
俺
の
異
世
界
旅
行
。
い
い
ん
だ
け
ど
さ
。



25

　
近
く
に
鞄
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
つ
け
て
鞄
を
拾
う
。

　
鞄
の
中
に
入
っ
て
い
る
携
帯
を
何
気
な
く
開
い
て
時
刻
を
見
る
。
８
時
３
０

分
。

　
「
…
…
８
時
３
０
分
？
」

　
遅
　
刻
　
寸
　
前
　
！
　
！

　
俺
は
携
帯
と
鞄
を
片
手
に
持
っ
て
雪
が
残
っ
て
い
る
道
を
走
り
出
し
た
。

　　
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

　
「
―
―
は
い
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
」

　
［
そ
う
か
、
そ
れ
は
よ
か
っ
た
。
］

　
『
勇
者
召
喚
』
で
来
た
彼
は
外
見
か
ら
し
て
普
通
の
高
校
生
だ
っ
た
。

　
「
地
球
」
の
「
日
本
」
っ
て
言
っ
て
た
し
、
私
の
「
前
の
」
世
界
だ
ろ
う
な
。

　
彼
に
言
っ
た
と
お
り
、
も
う
誰
か
が
喚
ば
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
私
も
召
喚
の
詠
唱
も
魔
方
陣
も
見
た
け
ど
、
今
の
魔
法
理
論
じ
ゃ
他
の
世
界

の
人
を
喚
ぶ
ど
こ
ろ
か
１
Ｍ
前
に
あ
る
物
を
召
喚
陣
ま
で
移
動
さ
せ
る
の
も
不

可
能
だ
し
。

　
本
当
に
何
で
今
回
人
が
喚
ば
れ
ち
ゃ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
し
。

　
［
召
喚
陣
に
つ
い
て
は
？
］

　
「
今
回
何
で
人
が
喚
ば
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
の

　
　
失
敗
作
だ
と
思
う
の
で
す
が
…
…
。
」
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［
あ
あ
、
俺
に
説
明
し
な
く
て
い
い
ぞ
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
書
類
で
提
出
だ
。

］　
「
…
…
は
？
」

　
［
物
質
、
ヒ
ト
の
移
動
に
つ
い
て
専
門
で
研
究
し
て
い
る
召
喚
師
が
是
非
と

も
報
告
を
、
だ
と
さ
。
］

　
「
え
？
　
私
が
で
す
か
？
」

　
［
他
に
誰
も
帝
国
か
ら
行
っ
て
な
い
だ
ろ
う
？
］

　
「
そ
う
で
す
け
ど
…
…
。
」

　
自
分
で
こ
の
村
ま
で
来
て
召
喚
陣
調
べ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
私
、
召
喚
は
専
門
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
。

　
餅
は
餅
屋
っ
て
言
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！

　
そ
う
い
う
私
が
文
句
を
言
い
た
い
の
を
察
し
た
遠
話
越
し
の
殿
下
が
た
め
息

を
つ
い
て
い
っ
た
。

　
［
城
に
居
る
召
喚
師
は
じ
い
さ
ん
ば
っ
か
り
だ
。
…
…
も
う
そ
ん
な
遠
出
で

き
る
よ
う
な
年
の

　
　
方
々
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
召
喚
に
対
す
る
情
熱
は
人
一
倍
だ
か
ら
手
は
抜

く
な
よ
。
］

　
「
…
…
…
…
」

　
［
父
上
が
テ
ィ
ー
ナ
は
一
週
間
滞
在
可
能
な
時
間
が
空
い
て
い
る
…
…
い
や
、

　
　
空
け
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
］

　
「
一
週
間
！
？
」

　
そ
れ
く
ら
い
の
時
間
調
査
す
る
の
は
い
い
で
す
け
ど
、
こ
こ
の
村
の
人
達
と

一
緒
に
い
る
の
っ
て
き
つ
い
も
の
が
あ
る
ん
で
す
よ
？

　
彼
の
い
る
部
屋
を
教
え
て
も
ら
う
の
に
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
し
、
召
還

し
た
ら
今
度
は
「
何
で
勇
者
様
を
帰
し
た
ん
だ
よ
」
み
た
い
な
目
で
見
ら
れ
る

し
！
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そ
ん
な
私
の
心
境
を
知
ら
な
い
殿
下
は
「
父
上
が
そ
こ
に
あ
る
召
喚
陣
は
テ

ィ
ー
ナ
が
記
録
し
て
消
し
て
く
る
よ
う
に
と
い
う
命
令
だ
。
が
ん
ば
れ
よ
。
」

と
言
っ
て
遠
話
を
終
わ
ら
せ
た
。

　
…
…
召
喚
陣
が
刻
ま
れ
て
い
る
石
版
ま
で
行
き
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
勇
者
召
還
！

　
終
　
～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

導くもの+α
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